


藤藤枝市 空き家ゼロに サポーター
地域を動かし空き家を減らす官民が共創する藤枝モデル

空き家買取専科（静岡ガスグループ 株式会社Sweets Investment）三輪 早苗



22018年「空き家ゼロにの日」 記念日登録

日付は空き家をなくしたいとの思いから
8月2日を0802として「空き家ゼロに」と読む語呂合わせから。

空き家問題を啓発することで、空き家の活用・管理・売却・
空き家にしないための取り組みを推進するため記念日を登録。

お盆の帰省時期に家族が実家の未来を話し合うきっかけの日
として提唱。この旗印のもと、全国で啓発活動を展開。

藤枝市では、2019年よりこの日を起点に官民連携の仕組み
づくりが始まりました。



相続した実家の
相談にのって
もらおう

民間業者はそれぞれ営業活動
個別の企業を紹介してもらえず
苦情は聞いてくれるけど
具体的な解決につながっていかない

ここれまでの課題
空き家を何とかしようと思っても解決していかない



藤藤枝市空き家ゼロにサポーター発足(2 0 1 9 . 8 . 2 )

ビジネスとして
しっかり取り組んで

空き家を減らしていって欲しい
by北村市長



空空き家ゼロにサポーター 自治体 ×民間企業

外部企業や補助金に依存しない仕組み作り
地元企業内で仕事・経済を回し、空き家の悩みを解決していく。

相続した実家の
相談にのって
もらおう

解決できた！

ていく



ああらゆる課題に対応する専門家集団

仲介・買取 相続・登記 設計・施工 解体工事・残置物処分

遺品整理・片付け ローン相談 定期巡回・草刈り インフラ・シロアリ



「「官の信頼」と「民の機動力」の融合

これまで行政では公平性の視点から難しかった「個別企業への紹介」を
サポーターという枠組みで実現。
相談から解決までワンストップで支援する体制を構築した。

共創



市市民を巻き込む多彩な実践活動

空き家セミナー・個別相談会 漆喰塗り・床張り

まち歩き・物件見学・交流 残置物運び出し・お掃除

2025年：半日で
のべ47件の相談あり



主主な取り組み（イベントの一部抜粋）

2019年 8月 藤枝市空き家ゼロにサポーター発足

2020年 4月 空き家ゼロにセミナー（民法改正）
8月 空き家ゼロにセミナー（リアル＆オンライン）

12月 DIY体験イベント

12月 移住オンラインセミナー主催
2021年 8月 子ども空き家お掃除隊

12月 DIY体験イベント

2022年 4月 移住体験ツアー主催

8月 空き家ゼロにイベント（セミナー＆個別相談会）
12月 DIY体験イベント

2023年 2月 移住体験ツアー主催

7月 空き家ゼロにイベント（セミナー＆個別相談会）
11月 DIY体験イベント

2024年 3月 空き家セミナー（相続登記義務化）

7月 空き家ゼロにイベント（セミナー＆個別相談会）
11月 DIY体験イベント

2025年 3月 空き家セミナー（セミナー＆個別相談会）

8月 空き家ゼロにイベント（セミナー＆個別相談会）

8月 移住体験ツアー（物件紹介）
11月 DIY体験イベント



空空き家を減らすだけはない

「まちの資源」と「未来の人材」を育てる藤枝モデル

サポーターから、藤枝市空き家対策協議会、藤枝市特定空家等対策審査会の委員に
選任され専門知識をいかして空き家対策計画や特定空家の認定に貢献しているほか、
3社が空家等管理活用支援法人として指定され、実務面から解決を支えている。

実績



空空き家率の推移（2018年vs2023年）
全国的な増加傾向に逆行。藤枝市の空き家率は「減少」を達成。

全国で空き家が増え続ける中での「減少」は極めて稀な成果。
官民一体で地域課題に向き合った効果が統計上にも明確に表れている。ポイント



持持続可能・横展開可能な官民連携スキーム

空き家は「お荷物」から「地域資源」に変わる。
志がある官民が連携し共創することで、地域を動かし空き家を減らす。
必要なのは熱意だけ。藤枝モデルで風を通し、彩りのある日本の未来を創ろう！う！



よろしければ
見学に

お越しください

よ

お越




